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育
英
財
産
と
し
て
寄
附

奨

学
資
金
貸
与
条
例

座
ど
き
ま
る

山
　
　
　

林

十
町
五
反
歩

山
田
長
一
氏
の
美
挙

当
町
茴
田

日
濮
の
山
田
長
一
氏

は
、
白
石
市
越
河
平

に
あ
る
山
林
一
〇
町
五
反
歩
を
地
上
立
木

も
ろ

と
も

、
町

の
育
英

資
金
の
財
源
と
し
て
寄
付
を
申
出
た
。
町
で

は
三
月
の
町
議
会
で
こ
れ

を

採
納
し

、全
会
一

致
で
氏

に
対
す

る
感
謝
の
決
議
を
し
、
さ
っ
そ
く
「
山

長
育
英
財
産
管
理
条
例
」

並
び
に
「
奨
学
資
金
貸
与
条
例
」
を
設
け
て
氏

の
好
意
に
応
え

た
。

山
長
育
英
財
産
管
理
条

例
に
よ

れ
ば
、
こ
の
山

林
は
寄
付

者
の
精

神
を
充
分
尊
重
す

る
た
め
に
、
奨

学
資
金
以

外
の
使
川

か
禁
止

し
、

維
持

管
理
の
た
め
に
特
別
会
計
を

設
け

、
更

に
管

理
委
員
会
を
置
く

こ

と
に
な
っ
て

い
る
。

ま

た
、
国
見
町
奨
学
資
金
貸
与

粂
例

に
よ
れ
ば
、
国

見
町
出
身
の

高
校
生
乂
に
大

字
牛
で
あ
っ
て
、

能
力

が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
経

済
的
理

由
に
よ
り
修
学
困

難
と
認

め
ら
にμ
る
者
に
奨
学
資
金
を
貸
与

し
、
も
っ
て
教
育
の
機
会

均
等
を

は
か
り
、
健
全

な
社
会

の
発
展

に

資
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
資

金
は
、
品
行
が
正
し
く
学
術

に
秀
れ
、
身
体
強

健
で
あ

る
こ
と

そ

の
他
の
要
件
を
そ
な
え

た
者
の

う
ち
か
ら
本
人
の
希
望
及

び
家
庭

の
事
情
を
調
査
し
、
別
に
定
め
る

審
査
会
に
は
か
っ

て
教
育
委
員
会

が
決
定
す
る
。
そ

の
額
は
高
校
生

は
月
二
千
円
以
内
、
大
学
生
は
月

五
千
円
以

内
と
し

、
卒
業
六
ヶ
月

後
か
ら
月
賦
又
は
年
賦
で
十
五
年

以
内
に
返

え
す
こ

と
と
し
、
利
子

は
っ
け
な
い
事
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
能
力
が
あ
る
に

も
拘
わ
ら
ず
家
庭
貧
困

の
為

に
進

学
で
き
な
い
青
少
年
を
救
い
、
天

賦
の
才
能
を
存
分
に
発
揮
さ
せ

、

国
家
社
会
の
た
め
弖

貝
献
さ
せ

る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。

国
見
町
の
教
育

教
育
長

春

日

佑

幸

昭
和
三
十
六
年
度

は
国
見
町
の

教
育
上
特
筆

す
べ
き
年
度
で
あ
り

中
で
も
っ
ぎ
の
四
つ

は
町
の
教
育

の
大
き
な
進
展
で
し
た
。

｀

県
北

中
の
新
校
舎
ヒ
教
室
増
築

五
人
制

の
教
育
委
員
会
発
足

森
江

野
小
の
プ

ー
ル
完

成

山

長
育
英
制
度
の
確
立

本

年
度

の
県
北
中
学
校
は
、
本

校

二
四
学
級
と
長
護
学
級
一
を
も
っ

大

組
織

と
な
っ
て
、
関
係
者
一
同

張

切
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
す

。

町
民
各
位
も
教
育
の
麗
要
性

に
想

い

を
い
た
し
、
深
い
ご
理
解
と

ご

協
刀
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

渮
昨
年
は
、
県
北
中
の
生
徒
が

二
人
ま
で
不
慮
の
交
通
事
故
に
遇

っ
た
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
遺
憾

な

こ
と
で
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
交

通
事
情
は
危
険
度
を
加
え
る
と
予

想

さ
れ
る
折
柄
、
再
び
こ
の
よ
う

な
事
態

の
起

ら
ぬ
よ
う
、
町

を
挙

げ
て
注

意
し
ま
し
よ
う
。

四
地
区
、
四
一
部
落
完
納

総
合

九
九
・
四
％

古

川

氏
（
藤
田
地
区
）
に

感

謝

状

国

見
町
役
場
で

は
、
四
月
十
日

納

税
組
合

長
会

議
を
開
き
、
昭
和

三

十
六
年
度
納
税

成
績
の
反
省
を

し
、
優

艮
納

税
部
落
及
び
優
良
総

合
納
税

貯
蓄

組
合

の
表
彰

を
し

た
。昭

和
三
十
六
年
度
の
完
納
は
、

小
坂
・
森
江
野
・
大
木
戸
・
大
枝

四
地
区

の
全
部
落
三
十
一
と
藤
田

地
区

十
部
落
の
計
円
十
一
部
落

で

前
年
の
二
十
八
部
落
に
比
し
十
三

部
落
の
増
と
な
り
、
総
合
成
績

九

九
、
四
パ
ー
セ
ン
ト
（
’昨
年

は
九

八
、ニ

パ
ー
セ
ソ
ト
）
と
い
う
す

ば

ら
し
い
成
績

を
示
し

、
恐

ら
く
県

下

殼
艇
秀
を
誇
り
得

る
も
の

と
思

わ
れ
る
。

附
納
税
施
設

の
育
成
強
化
等
に

つ
い
て
多
年

に
わ
た
り
貢
献
さ
れ

た
前

藤
…田
地
区
総
（
‥
納
税
貯
蓄
組

合
会
長
古
川
要

害
氏
に
感
謝
状
を

贈
り
そ
の
労
に
酬
え
た
。

地
区
別
納
付
成
績

並
に
完
納

部

落
は
次
の
と
お
り

圸
　

区
　

納
付
率
　

前
年
同

期

藤
　

田
　

九
八
・
四
　

九
七
・
〇
〇

小
　

坂
一
〇
〇
・
〇
　

九
八
・
六
四

森
江

野
一
〇
〇
・
〇
　

九
八
・
四
一

大
木
戸
一
〇
〇
・
〇
　

九
九
・
四
六

大
　

枝
一
〇
〇

、〇
　

九
九
、
三
三

総
　

合
　

九
九

、四
　

九
八
、
ニ

ー

【
藤
田
一

駅
前

、
大
町
南
、
大
町

北

、
宮
町
北

、
鶉
町
、
石
母
田

東
、
石
母
田
表
、
石
母
田
北

、

石
母

川
西

、
石
母
田
原

【
小
坂
】

小
坂

、太
田
川
、
前
川
、

板
橋
、
泉
旧

上
、
泉
田
中
、
泉

川
下

、
鳥
取

、
内
谷
西
、
内
谷

東
【
森
江
野
】
汁
一
、万

二
、
汁
三
、

汁
四

、
徳
江
北
、万

八
、
汁
九
、

十
十
、
十
十

二

汁

十
二

【
大
木
戸
】
貝
田
、
山
根
、
大
木

戸
、
高
城
、
光

明
寺

【
大
枝
】
北
部
、
中
部

、
川

内
、

並
柳
、
築
館
、
原
町

八
巻
税
務
課
長
談
「
昭

和
三
十
六

年
度
は
皆
様

の
格
段
の

ご
協
力

に
よ
り

ま
し
て
、
国
見
町
発
足

以

来
最

高
の
納
付
成
績
で
あ
っ

た
こ
と
を
屎
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
町
の
政
治
は
町
の
住
民

に
ょ
っ
て
行
う
こ
と
の
意
思
表

示
が
納
税
の
面
に
表
現

さ
れ
た

も
の
と
確
信
し
、
地
方
自
治

に

対
す
る
理
解
の
最
た
る
も

の
と

考
え
、
真
に
喜
ば
し

い
限
り
で

ご
ざ
い
ま
す

。
」

議 会だよ リ

三
月定

例
議
会

奨
学

資
金
貸

与
条
例
3
7
年

度
予
算
な

ど

成
立

三

月
十
九
日
町

議
会
定
例
会
が
開

か
れ
、
「
昭

和
三
十
七
年
度
国
見
町
歳
入
歳

出
予
算
」
他
二
十
二
件
が
審
議

可
決
さ
れ
た
。
会
期
四
日
、
議

案
は
次
の
と
お
り
。

記

１

、
寄
付
採
納
の
件

（
山
田
長
一
氏

か
ら
申
出
の

あ
っ
た
山
林
拾
町
五
反

歩
の

寄
付
を
採
納
し
た
）

２

、
国

見
町
山
長
育
英
財
産
管

理
条
例
制
定
の
件

３

、
国
見
町
奨
学
資
金
貸
与
条

例
制
定
の
件

４

、
国

見
町
国

民
健
康
保
険
条

例
制
定
の
件

５

、
国

見
町
火
災
予
防
条
例
制

定
の
件

６

、
福
島
県
消
防
団
員

等
公
務

災

害
補
償
組
合
規
約
の
一
部

改
正

の
件

７

、
国
見
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

の
件

８

、
国
見
町
上
水
道
事
業
給
水

条
例

の
一
部
改
正
の
件

９

、
水
道
事
業
変
更
の
件

1
0、
自
昭
和
三
十
六
年
度
至

昭

和
三
十
八
年
度
国

見
町
上
水

道
拡
張
事
業
費
継
続
年
期
及

び
支
出
方
法
書
変
更
の
件

1
1、
中
小
企
業
等
育
成
預
託

の

件
1
2、
一
時
借
入
金
の
件

1
3、
上
水
道
特
別
会

計
一
時
借

入
金
の
件

1
4、
・
昭
和
三
十
六
年
度
国
見
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
追
加
更
正

予
算

1
5、
昭
和
三
十
六
年
度
国
見
町

上
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出

更
正
予
算

1
6、
昭
和
三
十
六
年
度
国

見
町

歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算

1
7、
国
見
町

財
産
報
告

1
8、
昭
和
三
十
七
年
度
国
見
町

藤
田
財
産
区

特
別
会
計
歳
入

歳
出
予
算

1
9、
昭
和
三
十
七
年
度
国
見
町

入
山
財
廡
区
特
別
会
計
歳
入

歳

出
予
算

2
0、
国
見
町
国
民
健
康
保
険
特

別

会
計
歳
入
歳
出
予
算

2
1、
昭
和
三
十
七
年
度
国
見
町

上
水

道
特
別
会
計
歳
入
歳
出

予
算

2
2、
昭
和
三
十
七
年
度
国
見
町

歳
入
歳
出

予
算

2
3、
国
見
町
山
長
育
英
財
産
管

理
委
員
委
嘱

に
つ
き
同
意
を

求

む
る
件

（
以

上
何
れ
も
町
長
提
出
で
原

案
と
お
り
可
決
決
定
）

水
稲
原
種

は

引
受
け

ま
し

た

今
年
も
念
入
り
に
採
種

国

見
町
採
種
組
合
の
採
種
事
業

を
一
手

に
引
き
受
け
、
健
全
な
充

実
し
た
種
子
を
採
ろ
う
と
、
こ
の

仕
事
を
担
当
し
て
い
る
塚
野
目
晨

事
研
究
会
（

会
長
菊
地
仙
七
氏
）

で

は
、
い
ま
、
そ
の
準
備

に
大
わ

ら
わ
で
あ
る
。
こ
の
研

究
会

は
二

一
名
の
会
員
を
有
し
、
昭
和
三
十

五
年

か
ら
こ
の
事
業
に
協
力
し
、

町
内
の
水
稲
品
種
の
更

新
に
大
き

な
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
。こ

と

し
も
五
月
十
五
日
田

植
を
目
標

に

四
月
八
日
播
種

を
し

た
が
、
塩
水

澀
や
消
毒
を
完
全
に
し
、
浸
種
、

催
芽
も
念
入
り

に
し
て

、
絶
対
信

用
の
お
け
る
優
良
種
子
の
生
産
に

努
め
て
い
る
。

こ
れ

ら
の
作
業

は
稲
作
担
当

の

普
及
員

と
圸
ぽ
農
協
の
営
農
指
導

員
の
綿
密
な
指
導
を
受
け
、
会
員

一
致
協
力

し
て
当
っ
て
い
る
も
の

で
、
町

内
の
各
員
家
が
安
心
し
て

更
新
で
き
る
優

良
種
子
を
生
産
し

よ
う
と
す
る
担
当
者
の
努
力
に
は

頤
が
さ
が
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ

と
し
の
採
種
品
種
は
次
の
と

お
り
で

あ
る
。

ト
ヨ
チ
カ
ラ
　

ニ
○
ア
ー
ル

セ
キ
ミ
ノ

リ
　

ー
○
ひ

サ
サ
シ
グ
レ
　

ー
○

な

越
路
早
生
　
　

二
〇

″

コ
ガ
ネ
壬
チ
　

ー
つ

か

他

に
普
通
植
で
採
種
す

る

農
林
ニ

ー
号
　

三
〇
ア

ー
ル

東
北
三
三
号

（

陸
稲

）一
〇

か

そ

の
他
大
豆
い・
採
種
も
す
る

フ

ク
メ
ジ
ロ
　

ー
○
ア
ー
ル

オ
ク
メ
ジ
ロ
　

ー
○

な

農

事

メ
モ

ｙ

今
年
の
春
先

は
寒
暖
の
変
動
が

大
き
く
、
不
順
な
天

候
が
予
想

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
防
霜
対
策

に
万

全
を
期
す
る
こ
と
。

ｙ

稲
作

田

保
温
折
衷
苗
代
の
管
理

○
踏
切
溝
の
水
は
七
～
八
分
目

に
し
、
絶
対
に
ポ
リ
Ｉ
チ

レ

ソ
や
油
紙
の
上
に
水
を
あ
げ

な
い
こ
と
。

○
水
は
二
～

三
日
お
き
に
交
換

す
る
こ
と
ｏ

Ｏ

除
紙
は
遅
れ
な
い
様
に
、
木

葉
一
枚
半
（
草
丈
四
ｍ
位
）
の

時
が
適
期
で
あ
る
。

②
種
籾
は
必
ず
塩
水
選
を
行
っ
て

よ
い
種
子

を
插
く
こ
と
。

圓
種
籾
の
消
毒
は
、
插
く
前
に
水

銀
剤
の
千
倍
液
に
十
二
時
間
浸

漬
す
る
こ
と
。

倒
水
苗
代
で

は
、
苗
ぐ
さ
れ
病
を

防
除
す
る
た
め
、
播
種
後
五
日

目
頃
と
そ

の
後
五
～

七
日
目
の

二
回
、
水
銀

剤
の
五
百
倍
液
を

坪
当

り
五
升
濯
注
す
る
こ
と
。

㈲
苗
代
面
積
を
一
割
位
多
く
し
良

い
苗

を
確
保
す
る
こ
と
。

㈲
木
田
で
は
次
の
事
項

に
留
意
す

る
こ
と
Ｏ

○
柩
付
株
数
、
本
数
の
増
加

Ｏ
早
樞
で

は
活
着
を
よ
く
す
る

た
め
に
全
層
及
び
表
層
施
肥

を
行
う
事
が
大
切
で
あ
る
。

Ｏ
除
草
剤
は
時
期
と
量
を
間
違

わ
な
い
よ
う
に
注
意
す

る
こ

今

月

の

こ

と

ぱ

○
完
納
で
町
は
明

る
く
伸

び
て
行

く
…
…
ｙ
」
と
し
も

ど
う
ぞ
口

○
お
み
や
げ
を
や
め
て
明

る
い
子

ら
の
旅
…
…
ｙ
」
れ
こ
そ
新
生
活

運
動
で
す

○
木
も
伸

び
て
子
供
も
伸
び
て
町

伸

び
る
・：
：

育
英
林
十
町
歩

○
伸

び
よ
き
た
え
よ
心
と
か
ら
だ

…
…
ま
た
し
て
も
快
報

Ｏ
－

―
但
し
国
見
町
に
は
腟
の
来

て
が
多
く
て
困

る
…
…
と
し
た

い
も

の

○

心
に
も

ご
み
が
た
ま
ら
ぬ
よ
う

つ
ね

に
反
省
し
ま
し
よ
う

映
画
ブ
ロ
案
内

○
成
人
病
問
答
…
…
…
…
…
一
巻

○
夫
の
気
も
ち
妻
の
気
も
ち
三
巻

○
わ
が
家
の
掲
示
板
…
…
…
一
巻

○
歌
の
花
東
…
…
…
…
…
…
一
一
巻

○
嫁

・

夫

・

姑

…
…
…
…
四
巻

○
一
枚
の
ふ
と
ん
…
…

…
…
一
一
巻

○
村

の
老
人

学
級

…
…
…
…
一一一
巻

十
八
日
大
枝
　

十
九
日
大
木
戸

二
十
日
藤
田
　

二
十
一
日
森
江

野

二
十
二
日
小
坂
　

各
小
学
校

午
後
七

時
三
〇
分
よ
り

修学旅行の餞別辞退を申合わせ

県
北

中
三
学
年

Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
で

修

学
旅

行
は
、
学
校
生
活
の

中
で
一
番

楽
し
い
こ
と
の
一
つ

で

あ
り

、ま

た
、
短
期
問
に
大
き

な
学
習
効
果
を
挙
げ
得
る
機
会

で
も

あ
る
。
家
庭
を
は
ケ

气

多
く
の
学
友

と
い
ろ
い
ろ
の
かへ

通
機
関
を
利
川
し
た
り
、
旅
館

に
泊
り
な
が
ら
、
次
次
に
あ
ら

わ
れ
る
珍

し
い
社
会

の
事
物
を

見
学
す
る
こ
と
は
、
は
じ
め
て

見
る
子
ど
も
た
ち

に
と
っ

て
、

ほ
ん
と
５

に
よ
ろ
こ

び
。と
胯
き

の
連
続
で

あ
る
。
そ
し
て
λ
ぢ

か
い
旅
程

の
間
で

、
力
と
知
忠

の
限
り
を
つ
く
し
て
よ
り
深
く

よ
り
広
く
見
学
す
る
ご

と
に
努

め

た
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
生
徒
を
引
卒
し
た
り
、
付
添

い
と
し
て
行
っ
て

み
る
と

、
生

徒
た
ち
の
旅
行
中

の
一
番

の
苦

労
は
「
お
み
や
げ
さ
が
し
」
で

あ

る
。
お

と
な
の
入
れ
知
恵
と

も
見
ら
れ

る
‐１
ご
餞
別
」

に
対

す

る
‐１
お
返
し
」
と
い
う
旧
慣

の

と
り
こ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
金
や
ひ
ま
の
あ
り
余

る
大

人
の
世
界
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

い
た
い
け
な
子
ど
も
が
い
そ
が

し
い
日
程
の
な

か
で
、
あ
れ
か

こ
れ
か
と
お
み
や
げ
さ
が
し
を

す
る
姿
は
、
ま
こ
と
に
気
の
毒

な
ほ
ど
で

あ
る
。
二
泊
三
日
と

い
う
短
か
い
日
程
の
中
に
は
、

お
み
や
げ
を

さ
が
す
と
か
、
適

肖

な
も
の
か
吟
味
す
る
と
か
の

時
間
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ

の

た
め
に
、
見
学
の
途
中
で
団

体
を
は
な
れ
て
み
ん
な
に
迷
惑

を

か
け
た
り
、
あ
る
い
は
旅
館

に
乗
り
込
ん
で
来

る
押
売
り
に

ひ
っ
か
か
つ
て
つ
ま
ら
ぬ
も
の

を
手
当
り
次
米
に
買
う
な
ど
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

経
済
教

育
と

か
、
買
い
物
の

練
習

と
か
と
い
５

こ
と
は
別

の

譏
会

に
ゆ
ず
っ
て
、
ま
た
と
得

が
た
い
こ
の
旅
行
に
は
、
よ
く

目
と
耳
を
働
か
せ
、
体
を
通
し

て
よ
り
多
く
の
も
の
を
学
び
と

る
と
い
う
態
皮

こ
そ
大
切
で

は

あ
る
ま
い
か
。

県
北
中
学
校
三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
は
、
近
く
行

わ
れ
る
修
学
旅

行
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
結
果

生
徒
の
お
み
や
げ
買
い
は
一
切

㈲
止
す
る
た
め
、
御
餞
別
の
辞

退
を
申
し
合
わ
せ
、
一
般
父
兄

方
の
協
力
を
求

め
て
い
る
。
こ

の
種
の
こ
と
で
大
切
な
事
は
、

情
実
論
を
祇
廻
し
た
り
、
折
衷

案

を
持
ち
出
し
た
り
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
一
べ
ん
に
何
も
か

に
も
㈲
止
す

る
の
は
可
愛
い
そ

う
だ
と
か
、
弟

妹
や
家
族

へ
の

お
み
や
げ
は
よ
い
と
か
、
○
○

円
以
内
に
申
し
合
わ
せ
よ
う
と

か
、
あ
の
人

か
ら
は
餞
別
を
も

ら
っ
た
と
か
、
正
直
者
は
馬
鹿

を
み
る
と
か
・：
と
い
う
も
の
が

一
人
で
も
あ
る
こ

と
は
、
折
角

の
可
愛
い
い
子
供

の
為

の
申
合

わ
せ
が
…川
れ
る
も
と
に
な
る
。

可
愛
い
い
子
と
も
の
為
、
よ
く

よ
く
心
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

陵
長

小
林
芙
秋
先
生
談

一
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
で

す
。
社
会
づ
き
あ
い
と
い
う

点
か
ら
全
然
無
意
味
と
も
い

わ
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
り
大
き

な
教
育
目
的

の
た
め
に
は
小

さ
な
虫
を
こ

ろ
す
こ

と
も
必

要
で
す
。
お
み
や
げ
買
い
の

心
配

を
し
な
く
て
よ
い
と
い

う
こ

と
に
な
れ
ば
、
生
徒
た

ち
は
ぞ
の
労
力
を
他
の
有
効

な
勉
強
に
向
け
る
こ
と
が
で

き
て
、
ど
れ
ほ
ど
し
あ
わ
せ

だ

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
み

や
げ
を
買
わ
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
、
当

然
「
こ

ず

か
い
」

の
競
争
も
な
く
な
り

明
る
い
修
学
旅
行
を
す

る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
」

どうぞ よろ しく 一 新 任 の 先 生 方 －

○

夫

婦

伸

よ

く

映

画

教

室

へ

○

国

土

緑

化

に

協

力

し

ま

し

よ

う
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大
木
戸
分
会
で
披
露
会

国
見
町
剣
友
会

人
木
戸
部
会
で

は
、
一
昨
年
の
改
糾
に
よ
り
剣
八

連
盟
・桑
折
支
部
大
木
戸
分
会
（
会

長
志
村
謙
三
氏
）
と
な
り
、
介
員
は

駐
在
所
を
中
心
と
し
て
恬
動
し
、

特
に
防
犯
協
力
会
と
協
力
し
て
少

年

剣

道

部

の
指
導
に
努
め
て
来

た
。
初
め
は
部
員
も
少
な
く
、
防

具
も
町
内
か
ら
借
り
集
め
た
り
、

映
画
会

の
益
金
で
購
入
し
た
り
し

て
使

わ
せ
て
い

た
。
と
こ
ら
が
そ

の
後
こ
れ
に
参
加
す

る
も
の
が
ど

ん

ど
ん
子

气

近
頃

で
は
一
千
ド
名

に
も
達
す
る
と
い
う
眺
況
か
見

る

に
お
よ
び
、
防
具
の
不
足
が
甚

だ

し
く
な
っ
た
。
こ
れ

を
見
た

圸
区

民
は
、
誰
が
い
い
出

し
た
と
も

な

く
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と
寄
付

を
申

し
出
で
、
た
ち
ま
ち
七
万
円

の
資

金
が
会
に
届
け
ら
れ
た
。
分
会
で

は
さ
っ
そ
く
こ
れ
で
少
年
川
十

組

指
導

者
川
一
組
を
購
入
し
た
。

四
月
七
日

午
後
一
時

か
ら
の
披

霑
会

に
は
、
八
木
田
支
部
長
（
桑

折

署
長
）
か
ら
関

係
者

に
感
謝
状

を
贈
っ
て
そ
の
功
績

を
た
た
え
、

教
育
長

そ
の
他

の
祝
辞
か
お
り
、

新

し
い
防
具

を
つ
け
て

の
基
本
指

導

県
北

中
剣
道

で
フ
ブ
員
や
国
見

剣
友
会
員

の
蟆
阮
演
技
で
み
ん
な

を
よ
ろ
こ
ぱ
せ
た
。

【
写
真
】
は
新
し
い
防
具
を
囲

ん

で
が
み
ん
な
の
次
顔

お父ちゃんも入学

「
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
」
で

は
り
き
る
泉
田
晨
研

小
坂
圸
ド
泉
川
中
農

事
研
究
会
（
会
長
仲
野

周
一
氏
）
で
は
、
昨
年

か
ら
始
め
た
ラ
ジ
オ
農

業
学
校
を
利
用
し
て
、

農
事
の
研
究
を
や
り
、

グ
ル
ー
プ
活
動
の
上

に
大
き
な
効

果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
今
年
は
更

に
馬
力
を
か
け
て
研
究
を
す
す
め

る
こ
と

に
な
っ

た
。
今
春
Ｎ
Ｈ
Ｋ

並

び
に
μ

で
作
っ

た
テ

キ
ス
ト
も

い
ち
早
く

全
会

員
で

購
入
し
朝
晩

の
放
送
時
に
は
家
内
揃

っ
て
こ

れ

を
き
く
こ
と
に
申
合
せ
て
い
る
。

去
る
四
月
六
日
に
は
午
後
七

時

か
ら
会
長
宅
に
集
合
し
、
折
か
ら

再
放
送
さ
れ
る
福
島
大
学
角
田

教

授
の
［
日
木
具
業
の
現

状
と
問

題

点
］［
生
ま
れ
か
お

る
日
太
農
業
］

と
い
う
講
演
を
き
い
て
み
ん
な
で

話
し
合
い
を
し
た
。
ち
よ
う
ど
居

合
せ
た
態
坂
経
済
課
長
、
佐
藤
改

良
普
及
員
、
鈴
木
公
民
舘
主
事
も

参
加
し
た
の
で
話

は
す

ご
く
は
ず

み

、
午
後
十
一
時
の
こ
え
を
き
い

て
解
散
す

る
熱
心
さ
で
あ
っ
た
。

会
長
仲
野
川
一
氏
談

「
今
度
の
テ

キ
ス

ト
は
ほ

ん
と

う
に
よ
く
で
き
て

い
る
。
こ
れ

を
よ
ん
で
ラ
ジ
オ
を
き
く
と
ほ

ん
と
に
よ
く
わ

か
つ
て
お
も
し

ろ
い
。
ラ

ジ
オ
を
き

か
な
く
と

も
こ
れ
を
よ
ん
だ

だ
け
で
も
大

し
た
も
の
だ
。
極
端
に
い
い
ば

図
表
を
見
た
だ
け
で
も
参
考

に

な

る
こ
と
が
多
い
。
こ

ん
な
安

く
て
よ
い
本

を
買

わ
な
い
人

の

気
が
知
れ
な
い
。
」

【
写
真
】
は
集
合
研
修

の
状
況

学
習
の
す
す
め

ラ
ジ
オ
農
業
学
校
は
、
放
送
テ

キ

ス
ト
に
ょ
る
個
人
研
修

と
現

地
集

合
研
修

、
地
方
集
合
研

修
の
三

つ

の
柱

か
ら
戍
つ
い
て
い
ま
す

。

一

、
ラ

ジ
オ
に
よ
る
個
人
研

修

○
四
月
二
日
か
ら
来
年
の
三

月
末

ま
で
次
の
よ
う
な
時
間
に
放

送

さ
れ
ま
す
。

月
～
土
曜
日
　

毎
朝
六
時
四

○

分

か
ら
二
〇
分
間

日
曜
日
　

午
前
六
時
三
〇
分

か

ら
三
〇
分
間

○
爾
朝
郤
食
悪
い
人
の

為
に
、
夜
七
時
三
〇

分
か
ら
三
〇
分
間
二

朝
分
づ
つ
再
放
送
さ

れ
ま
す
。
　
　
　

｀

月
火
阪
日
の
分
は

木
曜
日

水
木
曜

日
の
分

は

金
曜

日

金
土
曜

日
の
分

は

次
週
水
曜
日

二
、
現
地
集
合
研
修

み
ん
な
で
集
っ
て
地

域
農
業
の
問
題
を
み

ん
な
で
解
決
し
て
ゆ

く
た
め
に
行
な
う
の

で
、
町
や
地
区
部
落

単
位
で
開
か
れ
も
の

が
あ
り
ま
す
。

新しい農村を望Ｕ

む

す

め

た
ち

は
語

る

農
村
は
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
る
農
業
も
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る

そ
の
中
で
、
家
庭

生
活

も
人
間
関
係
も

昔
の
ま

ま
で
ち
っ
と
も
変
わ
っ

て
い
な
か
っ
た
ら
、
こ

れ

か
ら
の
農
家
の
片
い

人

た
ち
の
結
婚
は
な
か

な

か
む
ず
か
し
く
な
る

で
し
ょ
う
．
近
頃
の
む

す

め
た
ち
は
ど
ん
だ
こ

と
を
考
え
、
ど
ん
な
こ

と
を
望
ん
で

い
る
で
し
ょ
う
か
。

今

の
お
父

さ
ん
や
お
母
さ

ん
方
の

若

い
頃

と
ち
か
つ
て
、
自
分
の
愚

見

と
い
う
も

の
を
お

る
程
度
し
っ

か
り
と
持
っ
て

卜
る
よ
う
で
す
。

先
頃

、
農

村
の
変
わ
り
つ
っ
あ
る

現

状
を
つ

い
た
。
農
村
は
変
わ
る
」

｛

二
巻

｝
と
い
う
映
画
を
見
た
あ

と
で

、
数
人
の
む
す
め
た
ち
と
話

し
合
っ
て
み
ま
し
た
。

問

…
…
筆
者

荅

…
…
む
す
め
た
ち

間

‐１
近
頃

、
農
村

に
嫁
の
來
て
が

な

い
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
ほ
ん

と

勹
で
し

よ
う

か
。
」

答
「
そ
５

と
も
限

り
ま
せ
ん
。
も

ら
い
て

さ
え

あ
れ
ば
…
」

問

『
。ど
っ

ち
を
選

び
ま
す
か
。
』

答
［
や
は
り

非
兵
家
で
す
ね
。
］

問

。農
村

や
農
家

の
ど
ん
な
と
こ

ろ
が
気

に
入
ら
な

い
の
か
。
仕

事
が
ひ
ど
い
の
で
す

か
。
」

答
「

仕
事
が
ひ
ど
い
と
は
思
わ
た

い
。
百

姓
は
捐

だ
、
割

に
合
わ

な

い

と

こ

ぽ

す

だ

け

で

な

く

、

割

に

合

う

新

し

い

農

業

を

や

つ

て

見

る

積

極

性

が

ほ

し

い

と

思

い

ま

す

。

」

間

っ
勤

め

に

出

る

こ

と

に

つ

い

て

ど

ん

な

と

こ

ろ

が

糺

力

か

り
」

答

［

日

眤

が

来

れ

ば

休

め

る

し

、

お

い

。
に

は

一

時

間

限

む

。

時

間

で

働

き

、

時

間

で

出

む

こ

と

は

生

活

に

き

り

が

つ

き

、

は

り

あ

い

が

あ

る

。。

」

「

そ

れ

に

、

自

由

な

こ

づ

か

い

を

持

つ

こ

と

の

楽

し

さ

。

」

一
。
若

い

者

同

忘

の

つ

き

あ

い

。
し

凹

、
農

村

生

活

の

ど

こ

が

気

に

入

ら

な

い

か

。

」

答

。
忙

し

い

倒

に

収

入

が

少

な

い

。

」

ご
右

い

者

の

彰

え

を

年

よ

り

が

お

さ

え

て

し

ま

っ

た

り

、

村

全

体

に

古

い

習

悁

？

七

え

方

が

残

っ

て

い

て

は

、

何

か

と

濕

鐙

さ

れ

る

厂

「

仕

小

と

自

分

の

生

活

に

区

切

り

。か

な

く

、

ご

ち

ゃ

ご

ち

ゃ

雑

居

す

る

く

ら

し

力

が

わ

ず

ら

わ

し

い

厂

一

間

い
娘

や

若

夫

婦

が

個

室

ジ

持

つ

こ

と

は

ど

う

か

。

」

答

「

独

立

の

箔

室

が

あ

っ

て

こ

そ

個

ぺ

の

生

沾

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

」

「

し

か
し

、

個

室

が

あ

り

ま

す

だ
け
で

は
困
り
ま
す

。
若
夫
婦

が
個
室
に
引
上
げ

る
こ

と
を
〔

家
の
中

が
二

つ
に
わ

か
れ

て
し

ま
う
よ
う
で
〕

と
か
〔
家
族

の

団
ら
ん
〕
と
い
う
名
で
束
縛
し

て
し
ま
つ
て
は
か
え

つ
て
迷
惑

で
し
ょ
う
。
」

閧
『
。田
畑
の
経
営
や
財
布

の
受
渡

し
に

つ
い
て

ど
５

思

い
ま
す

か
。
』

答
「
単
に
形
式
的

な
蔗
す

と
か
沢

さ
ぬ
と
か
と
い
う
凹

題
よ
り
も

そ
の
持
ち
方
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
」

「
い
く
ら
台
所

が
電
化
さ
れ
、

改
善
さ
れ
て
も
ノ

て
こ
で
俤
く

の
は
暄
一
人
と

い
う
の
で
は
だ

め
だ
と
思

い
ま
す
。
家
族
入
ん

な
の
協
力

か
必
要
だ
と
思
い
ま

す

厂
一

、。嫁

か
家
計
簿

を
つ
け
、
姑
が

現

’価
ざ
ぼ
管
す

る
と
い
う
姿
が

よ
い
と
思

い
ま
す

匸

い
農
業
経
営

に
つ
い
て
も
若
い

者
が
立

て
た
原
案
を
も
と
に
み

ん
な
で
話
－

合
つ
て
き

め
、
協

力
し

て
実
行

に
当
る
と
い
う
よ

う
に

す
れ
ば

よ

い
と

思

い
ま

す゚

厂
一

間
［
農
村
の
生
活
で
一
番
気
に
な

る
こ
と
は
・：
］

笞

い
近
所

の
人
の
う
わ
さ
話
の
多

い
こ

と
で
す
。
殊
に
若
い
跋
さ

ん
や
娘

た
ち
が
絶
好
の
う
わ
さ

の
た
ね
に
な
り
ま
す
。

」

「
よ
く
出
歩
く
の
、
し
ゃ

べ
る

の
、
頤
が
高

い
の
ｙ

な
ん
の
か

ん
の
の
う
わ
さ
話
は
、
嫁

さ
ん

の
楽
し
さ
を
凍
り
つ
か
せ
る
の

に
十
分
で
す

。
」

‐
1
1
恋
愛
ど
こ

ろ
か
、
若
い
者
同

志
の

自
由
な

女
際

も

で
き
な

い
。
」

「
結
婚
の
話
と
な
る
と
村
中

の

話
題
を
さ
ら
っ
て
し
ま
り
。
た

ん
す
は
い
く
つ
、
ミ
シ
ン
は
ど

う
の
、
き
も
の
は
ど
う
の
、
圀

は

ど
う
の
と
全
く
個
人
的
人
権

を
無
視
し
た
こ
と
を
平
気
で
し

ゃ

べ
つ
て
い
ま
す
。
」

「
ま
わ
り
の
う
る
さ
い
目
が
な

い
川
会

に
あ
こ
が
れ
さ
せ
る
よ

う
で

は
、
嫁
が
こ
な

い
と
こ
ぼ

す

お
母
さ
ん
た
ち
が
、
自
分
で

自
分

の
酉
を
し
め
て

い
る
よ
う

な
も

の
で
す
。
」

結
び

‐１
農
村
全
体
も
か
わ
つ
て
き

て

い
る
し
、
若
い
者

の
応
え
方

も

ど
ん
ど
ん
変
っ
て
き
て
い
ま

す

。
若

い
人
の
声
か
聞
く
と
、

ま
ず
「
新
し
い
や
り
方
」
の
農

業
を
望
ん
で
い
ま
す
。
村
の
生

活
の
中
に
、
若
い
男
女
の
協
力

や
工
夫

を
の
ば
し
て
い
け

る
余

硲

が
あ
れ
ば
、
村
の
縁
談
に
し

て
も
、
も
つ
と
明
る
い
話
題
に

な
る
で
し
ょ
う
。
「
農
村

に
は

よ
い
暄

の
米
手
が
多
く
て
」
と

な
る
こ
と
を
祈
つ
て
ゃ
み
ま
せ

ん
。
」

みんなの広場 下
水
に
ご
み
を

捨
て
な
い
で
下

さ
い

わ
た
く

し
の
部
落

で
は
、
一

年

に
一
回
部
落
民

総
が

か
り
で
下
水

堀
の
如
除
を
し
ま

す
。
こ
の
聞
も
、
道

路
に
あ
げ
た
ま
つ

く
ろ
な

ど
ろ
ご
み

が
、
リ
ヤ
カ
ー
で

何
台
分
も

あ
り
ま

し
た
。
は
な
を
つ

ま
む

よ
う
な
ご
み

の
山
を
な
が
め
よ

く
こ
ん
な
も
の
を

軒
先
に
た
め
て
お

い
た
も
の
と
、
誰

で

も
考
え
ま
す
。

と
こ
ろ
が
次
の
日
か
ら
ま
た
、

家
の
ま
わ
り
か
ら
・
掃
き
あ
つ
め

た
ご
み
を
投
げ
込
む
人
が
あ
る

の
で
す

。
こ
れ
く
ら
い
い
い
だ

ろ
う
と
少

し
づ
っ
拾
て
た
ご
み

が
、
つ
屯

り
っ
も
っ
て
下
水
川

は
っ
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ち

り
も
っ
も
っ
て
山
と
な
る
１

と

は
よ
く
い
っ
た
も
の
。で
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
下
水
剔

は

用
水
堀
で
す
Ｊ

道
路
に
ま
い
た

り
、
い
ざ
出
火
と
い
う
と
き

は

消
火
川
水
に
も
し
な
け
れ

ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
ら
、
い
つ
も

き
れ
い
な
水
を
流
し
て

お
き

た

い
も
の
で
す
。
暗
渠

に
ご
み

が

っ
ま
っ
て
非
常
時

に
役
に
立

た

な
い
様
で
は
、
ま
こ
と
に
困
り

ま
す
し
、
汁
一
見

た
目
に
も
見

苦
し
い
も
の
で
す
。
下
水

に
は

ご
み
を
拾
て
な
い
事
に
し

ま
し

よ
う
。
そ
し
て
常
に
き
れ

い
な

水
を
流
し
て
お
き

ま
し

よ
う

。

（

藤
田

の
主
婦

）

【
係
よ
り
】
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
森
江

野
の
主
婦

の
方

か
ら

も
次
の
よ
り
か
投

書
が
ま
い
つ

て
い
ま
す
。

川
下

の
身
に
な
っ
て
ｙ

私

は
、
町
た

か
を
歩

い
て
い

っ
も
気

に
な
る
こ

と
が
一
つ
あ

り
ま
す

。
そ
れ

は
町
を
流
れ
て

い

る
川
や
剔

が
き

た
な
い
こ
と

で
す
。
私
の
家

は
川
下

に
あ
る

の
で
す
か
ら
、
そ
の
き

た
な
い

水
を
使
っ
て
洗

い
も
の
を
し
て

い
る
の
で
す
。
近
頃
は
上
水
道

が
で
き
た
お
か
げ
で
、
食
物
や

食
器
は
洗
い
ま
せ

ん
が
、
そ
れ

で
も
農
具
や
手
足
は
洗
う
の
で

す
。
台
所
の
下
水
の
流
し
塲
で

あ

る
こ
と
は
わ

か
り
ま
す
が
、

形
の
あ

る
は
き
集
め
も
の
ま
で

わ

ざ
わ

ざ
投
げ
込
む
こ
と
は
や

め
て
も
ら

い

た
い
と

思

い
ま

す
。
環
境
美
化
の
点
か
ら
も
、

お
互
に
流
水
は
き
れ
い
に
す
る

こ
と
に
協
力
し
ま
し
よ
う
。

（

森
江
野
の
主
婦
）

や 玄は

た か ら よ

「
林
地
肥
培
の
考
え
方
」
ド

五

年

で

成

林

の

こ

つ

明
治
以
降
の
農
業
の
進
歩
は
、

品
種

改
良
と
化
学
肥
料
の
二
つ
が

大
き

な
役
割
を
し
た
と
い
わ
れ
て

い
・ま
す
。
農
作
物
の
栽
培
に
は
、肥

料

な
し
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

林
業
で

は
、
今
で
こ
そ
常
識
化

さ

れ
っ
っ

あ
り
ま
す
が
、
一
む
か
し

前
ま
で

は
、
山
に
肥
料
を
や
る
こ

と
は
問
題
に
さ
れ
て
い
な
か
っ

た

の
で
す
。

／
農
業
と
林
業
は
ち
が
う

″

山

に
や

る
肥
料
は
、
農
業

と
同

じ
考
え
で
ゆ
く
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
農
業
と
林
業
と
で
は
、
収
穫

す

る
モ
ノ
が
違
い
ま
す
。
林
業
で

は
材
木
Ｉ

丸
太
を
生
産
し
ま
す
。

農
業
で
は
、
実
や
葉
或

い
は
根

の

部
分
を

収
穫
の
目
的
に
し
ま
す
。

木
は
司
し
で
も
果
樹

は
臾

を
、
桑

は
葉
を
と
い
っ

た
よ
う

に
、
収
穫

す
る
モ
ノ
が
違

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
収
曚
す

る
ま
で
の

期
間
が
、
林
業
で
は
ひ
じ
よ
う
に

長
い
と
か
、
農
業
の
よ
う
に
土
地

を
耕
や
さ
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ

の
点
で
違
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に

養
分
を
土
地

か
ら
奪
う
と
い
う
点

を
考
え
ま
す
と

、
農
業
で
は
、
樞

物
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
収
穫
と
い

う
形
で

、
毎
年
畑
か
ら
持
ち
去
ら

れ
ま
す
。
林
業
で
は
、
何
十
年
に

て
へ
ん
、
丸
太
の
部
分
だ
け
が
持

ち
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

／
林
地
肥
培

の
考
え
方
″

こ
の
よ
う

に
考
え
ま
す
と
、
山

の
肥
料
は
、
林
業
の
特
殊
性
に
合

っ
た
や
り
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
で
す
。
単
に
「
肥
料
を

や
れ
ば
い
い
ん
だ
」

と
い
う
考
え

嶝
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

林
業
で
目
的
と
す
る
材
木
の
大

部
分
は
炭
素
の
化
合
物
で
す
。
蘂

の
葉
緑
素
が
、
根
か
ら
吸
っ
た
水

分
と
空
気
中
の
炭

酸
ガ
ス

と
を
材

料
に
し
て
太
陽
光
線

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
っ
て
作
っ
た
も

の
で
す
。

肥
料
は
直
接
に
材
木

を
作
り
ま
せ

ん
。
肥
料
は
葉
と
根
を
十
分

に
発

達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ミ
キ
を

太
ら
せ
る
の
で
す

。
そ
し
て
、
日

光
と
水
分
が
重
要
な
役
割

を
し
て

い
る
わ
け
で
す

。

し
た
が
っ
て
、
下
刈
り

を
や
っ

て
、
十
分
に
日
光

を
当
て
て
や
ら

な
け
れ
ば
、
肥
料

を
や
っ
て
も

キ

キ
メ
は
な
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
水

分
の
少
な
い
乾
燥
地
で
も
困

る
わ

け
で
す
。

肥
料
の
キ
キ
メ
を
十
分

に
期
待

す
る
に
は
、
適
地
に
膃
え

る
こ
と

と
十
分
な
手
入

れ
と
い
う

造
林
の

原
則
を
守
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す

。

昭和３６年度稲作国見町一位の作り方のあらまし

住　　　　 所　　 大字 徳江学国扇16 番地

氏　　　 名　 佐 藤 直 哉（46 才）

反当玄米収量　667.5  ( 4.45 石つ

１、品　　 種　 オ　 オ　 ト　 リ

２、苗　 代 （1）、育苗 様式 保温折衷苗代
（2）、播　　 種　印、時 期４月18 日 （口･、量300 ダ（3 合）
（3）、苗代肥料（坪当 り）硫安4509 過燐駿石灰450

塩化加里180 夕
（4）、苗代日数 ３３ Ｈ

３、本　　 田

（1 ）、 肥料 （ 反 当 り ）

種　　類
硫 加 燐

安 ２ 号

一一一一　　 －
45 砂

(  12 〆 )

塩 ‘ ポ ー キサ ｔみ つ か ね ｌ　　　 肥
安 ｌ ィ　ド 滓 Ｉ 肥　 料 ．堆

冒-皿　　　　　　　　　　　･- ■-㎜■¶･¶7.5  9　　　45 匈　　　90 鮃　　75C

ぐ2/ 匚　(  12 / )  ｰ　C24/ ） （’200/ ）施 肥 量

以上を基肥とし追 肥は硫安7.5  ( 2 を施用した

(2)、田 植 期 ５ 月21 日

(3)、栽植密 度　並木植　33  師 ><  16 (坪当 り61.7 株)1 株苗数3～4木

(4)、灌 排 水　ａ)、6月12日から極力浅水とした
囘 、7月10日( 止草後) から小 ひびが入 る位に干した
㈲、落水は9月10 日

(5)、中耕と除草

淅l回6月３日(田打車)､ 汁2回6月４日ＰｃＰ撒布､ｵ  3 回 月10 日(手取)

(6)、病害虫防除

・　ホIJ ドール４回　　( 二化 メイ虫″)6月10日～8月３日

アソジソ粉 剤１ 回　( 紋枯病)　　7 月18 日
毛レサソ石灰１回( 葉 イモチ病)7 月25日

４、改善の要 点

(1)、早植栽培を実施したこと
(2)、深耕したこと　20a 程度に 耕耘した
(3)、灌排水徹底　　　(4) 、含鉄資材を施用した

○

今

年

こ

そ

揃

っ

て

完

納
…
…
…
固
定
資
産
税
第
一
期
・

国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
の
納
期
日
は
四
月
三
十
日
で
す
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